
居
延
新
出

「
候
粟
君
所
責
冠
恩
事
」

加
書

l
l愛
書
考
補
ー
ーー

大

庭

{帯

序
一一

新
出
土
居
延
漢
簡
の
持
つ
意
義

「
候
粟
君
所
責
冠
墨
事
」
冊
書
の
本
文

「
候
粟
君
所
責
窟
恩
事
」
冊
書
の
問
題
貼
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序

新
出
土
居
延
漢
簡
の
持
つ
意
義

一
九
七
三
・
四
年
、
甘
粛
居
延
考
古
除
は
甘
粛
省
北
部
エ
チ
ナ
河
流
域
の
調
査
護
掘
の
結
果
、
約
二
蔦
黙
の
漢
代
簡
膿
と
、
多
数
の
遺
物
を

牧
得
し
た
。

こ
の
地
域
は
一
九
三

0
・
三
一
年
に
西
北
科
皐
考
察
圏
の
明
。

-g
国

R
m
B
Sロ、

地
域
で
あ
る
。

実
文
弼
等
が
調
査
し
、

居
延
漢
簡
一
高
黙
を
護
掘
し
た

27 

今
回
の
調
査
の
特
色
は
、
前
回
の
調
査
で

A
8
、
A
也、

p
ー
と
な
づ
け
た
地
黙
を
徹
底
的
に
瑳
掘
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
黙
で
漢
代
遺
境
防

備
施
設
の
遺
構
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。

A
8
地
黙
は
現
地
名
破
城
子
で
、
漢
の
甲
渠
侯
官
城
塞
に
嘗
り
、

A
認
は
漢
の
肩
水
金
開
と

い
う
関
所
、

p
ー
は
甲
渠
第
四
黙
と
い
う
の
ろ
し
蓋
の
遺
祉
で
あ
る
。
た
と
え
ば
A
8
地
黙
で
は
前
回
四
箇
所
を
護
掘
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、

今
回
は
六
十
箇
所
を
護
掘
し
た
と
い
う
か
ら
そ
の
成
果
の
大
き
さ
も
想
像
で
き
よ
う
。
ま
さ
し
く
時
代
は
何
M
G
-
2
2
5ロ
か
ら
開
u
n
n
釦〈己目。ロ
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へ
と
移
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

出
土
開
胞
に
つ
い
て
も
著
し
い
成
果
が
あ
が
っ
て
い
る
。
A
8
地
貼
で
は
一
九
=
二
年
初
に
約
五
二

O
O黙
の
簡
臆
の
出
土
を
み
た
が
、
今

回
は
甲
渠
候
官
の
都
と
鳴
の
部
分
、
い
わ
ば
城
内
で
三
四
三
四
黙
が
出
土
し
、
特
に

F
n
と
名
づ
け
た
六
卒
方
米
に
も
満
た
ぬ
小
部
屋
か
ら
九

O
O黙
近
い
簡
臆
が
見
つ
か
っ
て
、
こ
こ
に
は
王
葬
天
鳳
年
聞
か
ら
建
武
初
年
に
い
た
る
聞
の
約
四
十
徐
舶
の
ほ
ぼ
完
全
な
加
書
が
あ
っ
た
。

F
n
は
そ
の
結
果
文
書
庫
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
劃
し
て
鳴
の
東
側
の
灰
や
康
棄
物
の
堆
積
し
た
部
分
か
ら
一
二
一
一
一
一
一
一
黙
の
簡
臆
が
見
つ

か
っ
た
。
こ
れ
は
ご
み
棄
場
で
、
簡
臆
も
鹿
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
元
・
成
帝
時
代
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で

A
8
地
貼
の
出
土
簡
は

合
計
七
八

O
O貼
徐
に
な
り
、
前
回
の
出
土
を
合
算
す
る
と
一
三

0
0
0黙
に
達
す
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ぎ
に

A
辺
地
貼
は
、
一
九
三

O
年
に
五
箇
所
を
護
掘
し
て
八
五

O
徐
黙
の
簡
臆
を
護
掘
し
た
所
で
、
金
塔
豚
天
倉
の
北
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
エ
チ
ナ
川
の
東
岸
に
嘗
り
、
北
は
居
延
都
尉
府
、
南
は
肩
水
都
尉
府
や
肩
水
候
官
の
、
嘗
時
の
防
衛
重
駐
を
結
ぶ
要
地
で
、
こ
こ
に
肩
水

金
開
と
い
う
開
城
が
あ
っ
た
。
今
回
の
設
掘
で
、
三
七
箇
所
を
掘
り
、
一
一
五
七
七
黙
の
簡
臆
と
、
二
ニ
一
一
貼
の
遺
物
を
護
見
し
た
。
従
っ

て
A
辺
地
貼
で
の
出
土
簡
胞
は
合
計
で
一
二
四

O
O貼
ほ
ど
に
な
る
。
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P
1
地
貼
は
甲
渠
候
官
城
の
南
三
キ
ロ
の
ボ
ド
ゴ

I
ル
に
あ
る
燦
蓋
で
、
甲
渠
第
四
黙
の
あ
と
で
あ
る
。
の
ろ
し
蓋
や
居
住
医
、
場
壁
な
ど

が
残
存
し
て
い
る
が
、
簡
臆
一
九
五
黙
、
遺
物
一

O
五
黙
が
出
土
し
、
前
の
瑳
掘
時
の
出
土
簡
は
一
黙
で
あ
っ
た
の
で
、

一
九
六
黙
の
簡
胞
が

出
た
こ
と
に
な
る
。

今
回
の
簡
胞
の
出
土
数
は
合
計
二
高
貼
ほ
ど
に
な
り
、
前
回
の
倍
、
前
回
分
と
合
算
す
る
と
、

A
8
、
A
辺
南
地
貼
で
そ
れ
ぞ
れ
一
高
貼
以

上
と
な
り
、
前
回
の
調
査
で
は
エ
チ
ナ
川
流
域
全
域
で
一
高
賠
儀
で
あ
っ
た
の
が
、
一
地
黙
で
こ
れ
を
上
ま
わ
る
こ
と
に
な
る
。
エ
チ
ナ
川
流

域
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
肩
水
都
尉
府
の
所
在
地
と
見
ら
れ
る
大
湾
、
肩
水
候
官
の
所
在
地
と
見
ら
れ
る
地
湾
を
は
じ
め
と
し
て
な
お
多
数
の
遺

跡
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
莫
大
な
量
の
漠
簡
が
設
掘
の
日
を
待
っ
て
い
る
こ
と
が
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
今
後
何
時
の
日
に
か
そ
れ
ら
が
世
に
出

る
と
、
居
延
漢
簡
十
寓
貼
と
い
う
時
代
が
や
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
漢
代
史
研
究
は
、
も
は
や
軍
に
文
献
に
の
み
依
存
し
て
い
る
わ
け
に
は
ゆ



か
ぬ
様
相
を
呈
し
は
じ
め
た
。
今
回
の
護
掘
は
そ
の
藻
告
と
受
け
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

つ
ぎ
に
、
一
地
貼
一
高
黙
と
な
る
と
恐
ら
く
各
簡
相
互
の
連
闘
が
つ
く
可
能
性
が
大
き
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
げ
ん
に
『
文
物
』
誌
一
九

七
八
年
一
蹴
に
護
掘
簡
報
と
共
に
掲
載
さ
れ
た
ま
、
室
等
、
お
よ
び
そ
れ
以
後
に
護
表
さ
れ
た
居
延
漢
簡
の
研
乱
、
ほ
と
ん
ど
が
般
書

と
し
て
ま
と
ま
っ
た
資
料
に
開
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
可
能
性
を
し
め
し
て
い
る
。

居
延
漢
簡
の
研
究
史
か
ら
み
る
と
、
潟
員
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
以
後
、
罪
文
の
ほ
か
に
簡
胞
の
形
朕
、
筆
寓
の
位
置
、
筆
蹟
な
ど

を
参
照
し
て
同
類
の
簡
を
一
つ
の
加
書
へ
復
原
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
マ
イ
ク
ル
・
ロ
1
ウ
ェ

1
博
士
や
、氷
田
英
正
敬
授
の

成
果
が
積
ま
れ
て
き
た
。

考
古
皐
的
に
加
書
の
各

簡
の
次
序
が
明
ら
か
に
な
る
資
料
が
増
加
し
た
の
で
、
加
書
復
原
作
業
は
一
段
と
成
果
を
期
待
し
得
る
見
通
し
と
な
っ
刻
。
こ
れ
が
居
延
一
九

今
回
の
瑳
掘
で
は
、

先
述
甲
渠
候
官
の
文
書
庫

(
E
P
F
n
)
出
土
の
筋
書
群
を
は
じ
め
、

七
三
・
七
四
年
出
土
簡
の
簡
胆
研
究
上
に
果
す
大
き
な
意
義
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
な
大
局
的
な
意
味
は
も
た
ぬ
が
、
従
来
理
解
が
十
分
に
は
で
き
な
か
っ
た
聞
が
、
今
回
の
出
土
簡
に
よ
っ
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
る
例
が
あ
る
。
現
在
護
表
さ
れ
て
い
る
簡
は
、
樺
文
、
骨
局
員
を
合
せ
て
も
一

O
O簡
程
度
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
中
に
私
が
興
味
深
く

思
っ
た
質
例
を
紹
介
し
よ
う
。

居
延
三

0
・
=
二
年
出
土
簡
の
中
の
一
六
・
一

O
簡
は

五
年
正
月
美
未
、
守
張
披
居
延
都
尉
瞬
、
行
丞
事
騎
司
馬
敏
、
告
粂
勘
農
嫁
、
美
馬
嫁
下
紋

書
到
宜
考
察
有
母
四
時
、
如
守
府
治
所
書
律
令
、
粂
嫁
丹
守
下
鉄

と
い
う
文
で
あ
る
。

こ
の
簡
で
は
行
丞
事
が
騎
司
馬
の
前
に
あ
り
、
通
常
は
本
官
名
の
あ
と
に
行
官
事
が
出
る
の
と
異
な
る
こ
と
、
動
農
嫁
、
美
馬
嫁
な
ど
と
い

29 

う
漢
の
官
名
で
は
他
に
例
を
見
ぬ
官
稽
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
何
と
な
く
蹄
に
お
ち
ぬ
簡
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
『
文
物
』
誌
上
の
園
版
に
あ

る
ク
建
武
三
年

《居
延
都
尉
吏
奉
穀
秩
別
令
》

mT
(
E
P
F
n
-
m
l
m
m
)
の
頭
初
に
は



30 

建
武
三
年
四
月
丁
巳
朔
辛
巳
、
領
河
西
五
郡
大
将
軍
張
扱
属
園
都
尉
融
移
張
扱
居
延
都
尉
令
魚

都
尉
以
下
奉
各
如
差
、
司
馬
、

千
人
、
候
、

倉
長
、
丞
、
塞
尉
職
問
、
都
尉
以
便
宜
財
予
従
史
田
吏
如
律
令

丞
崇
、
告
司
馬
千
人
官
調
官
照
、
寓
移
書
到
、
如
大
将
軍

(E
P
F
n
-
m山
〉

六
月
壬
申
守
張
緩
居
延
都
尉
瞬
、

莫
府
書
律
令

嫁
陽
守
層
恭
書
佐
豊

(
E
P
F
n
・
九
)

(
以
下
八
簡
略
)

と
い
う
こ
簡
が
あ
り
、

E

P
F
ニ
二

・
七
一

簡
に
守
張
披
居
延
都
尉
臓
と
同

一
人
名
が
あ
る
。
従

っ
て
臓
は
建
武
極
く
初
期
の
人
で
、

賢
融
の

支
配
下
に
居
り
、

一
六
・
一

O
聞
は
建
武
五
年
正
月
の
簡
と
見
な
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
先
に
の
ベ
た
官
稿
に
つ
い
て
の
違
和
感

一
六

・一

O
聞
が
建
武
初
年
の
簡
と
な
る
と
、
同
じ
く

一
六

・
四
簡
も
問
題
に
な
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は、

資
融
時
代
の
特
例
と
す
れ
ば
落
ち
つ
く
こ
と
に
な
る
。

る。

十
一

月
丙
氏
、
宜
徳
将
軍
張
披
太
守
哲
、
長
史
丞
旗
、
告
督
郵
嫁
口
口
口
謁
部
農
都
尉
官
口
潟
移
書
到
扇

書
覗
亭
市
里
顧
見
慮
、
令
民
意
知
之
、
芳
照
起
察
有
母
四
時
言
、
如
治
所
書
律
令

嫁
習
、
腐
沈
、

書
佐
横
質
均

面(7)(
背
)

と
い
う
簡
文
で
あ
る
が
、
潟
県
に
よ
る
と
簡
面
が
虫
食
い
の
よ
う
な
荒
れ
が
あ
る
貼
も
似
て
レ
る
。
こ
の
荒
れ
は
二
ハ
の
上
番
競
の
多
く
の
簡

に
共
、通
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
護
信
人
の
張
披
太
守
の
萄
は
宣
徳
将
軍
を
粂
ね
て
お
り
、
卒
常
時
と
は
思
え
な
い
の
で
、
こ
れ
も
建
武
初
年
の

資
融
時
代
と
偲
定
し
て
『
後
漢
書
』
資
融
停
を
調
べ
て
み
る
と
、
甚
だ
幸
な
こ
と
に
、
こ
れ
は
張
披
太
守
史
哲
と
い
う
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

更
始
帝
か
ら
張
披
属
園
都
尉
の
官
を
得
て
西
移
し
(
E
P
F
n
-
明
山
の
鶴
間
融
の
官
衛
参
照
)
、

梁
統
、
金
城
太
守
庫
鈎
、
張
披
都
尉
史
哲
、
酒
泉
都
尉
竺
曾
、
敦
埠
都
尉
辛
彫
と
結
ん
で
行
河
西
五
郡
大
賂
軍
事
と
な
る
。
こ
の
時
武
威
太
守

馬
期
、
張
披
太
守
任
仲
は
孤
立
し
て
職
を
去
り
、
史
萄
が
張
披
太
守
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
後
、
河
西
が
光
武
帝
に
自
問
し
て
か
ら
、
史
萄
は
褒

っ
た
。

賓
融
が
河
西
の
地
に
目
を
つ
け
、

酒
泉
太
守



義
侯
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
一
六
・
四
簡
は
史
萄
の
文
書
と
見
て
誤
り
な
い
。
ち
な
み
に
一
六
・
三
、

期
の
文
書
で
あ
ろ
う
。

一
六
・
一
一
、

一
六
・
一
二
も
同
時

や
や
脇
道
に
そ
れ
た
感
が
あ
る
が
、
要
は
わ
ず
か
一

O
O簡
程
度
の
新
資
料
が
紹
介
さ
れ
た
だ
け
で
、
居
延
三

0
・
=
二
年
出
土
簡
と
こ
れ

程
ま
で
関
連
が
つ
い
て
、
新
し
く
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
、
奮
・
新
商
居
延
簡
を
あ
わ
せ
れ
ば
研
究
の
一
段
の
進
展
は
疑
う
能

地
が
な
い
こ
と
を
賓
誼
し
て
み
た
に
過
ぎ
な
い
。

も
う
一
つ
護
表
さ
れ
た
鶏
員
の
中
で
注
目
す
べ
き
例
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
、

一
九
七
八
l
一
の
園
三
六
に
あ
げ
た
「
縫

『
文
物
』

長
病
書
牒
」
と
い
う
三
簡
よ
り
な
る
般
書
で
あ
る
。
簡
文
は

建
武
三
年
三
月
丁
亥
朔
己
丑
、
城
北
隊
長
業
敢
言
之
、

遁
二
月
壬
午
病
、
加
南
牌
権
種
、
旬
脅
支
浦
、
不
耐
食

飲
、
未
能
規
事
、
敢
言
之
。

三
月
丁
亥
朔
辛
卯
、
城
北
守
候
長
匿
教
言
之
・
謹
篤
移
黙
長
黛

病
書
如
牒
、
敢
言
之
今
言
府
請
令
就
醤

(
E
P
F
n
・
加
〉

- 31ー

(
E
P
F
n
-
m
)
 

(
E
P
F
n
・
回
〉

と
い
う
も
の
で
、
内
容
は
城
北
照
長
焦
が
病
気
で
飲
食
が
で
き
ず
、
勤
務
に
つ
け
な
い
旨
の
屈
を
、
城
北
候
長
心
得
の
匿
か
ら
候
官
に
轄
迭
し

て
届
出
た
も
の
で
、
居
延
漢
簡
の
中
で
は
特
に
珍
ら
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
最
後
の

E
P
F
n
-
m
簡
の
二
行
目
下
牢
の
ス
ペ
ー
ス
に
、
全

く
異
筆
で
筆
太
に
「
今
言
府
請
令
就
畳
一
」
の
七
字
が
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
甲
渠
候
の
剣
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
敦
煙
・
吐
魯
番

文
書
な
ど
唐
代
の
文
書
に
剣
僻
の
書
か
れ
た
も
の
は
珍
ら
し
く
は
な
い
が
、
木
簡
の
文
書
で
、

ま
た
漢
代
の
文
書
で
剣
鮮
の
あ
る
も
の
は
前
例

を
知
ら
ぬ
。
開
符
競
よ
り
み
て
先
述
甲
渠
候
官
文
書
庫
F
n
の
出
土
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
嘗
時
な
お
数
力
を
も
っ
て
い
た
生
き
た
文
書

で
あ
っ
た
。
漢
代
官
吏
が
百
六
鐙
的
に
事
務
慮
理
を
し
て
い
た
貧
情
が
見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
注
目
に
値
す
る
。
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新
出
土
居
延
漢
簡
の
研
究
上
の
意
義
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
以
上
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
漢
簡
群
の
中
で
中
園
で
最
初
に
と
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り
あ
げ
ら
れ
て
研
究
が
稜
表
さ
れ
た
の
は
、
本
論
標
題
の
「
候
莱
君
所
責
窟
恩
事
」
姉
書
で
あ
る
。

『
文
物
』

一
九
七
八
一
誌
上
に
は
徐
卒

芳
、
省
充
達
、
合
偉
超
氏
ら
の
三
論
文
が
掲
載
さ
れ
、
甘
粛
居
延
考
古
陵
簡
加
整
理
小
組
の
手
に
な
る
樟
文
ぬ
の
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
内
容
に

い
わ
ゆ
る
「
墨
書
」
が
含
ま
れ
、
漢
代
の
裁
判
手
領
土
部
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
は
か
つ
て
「
愛
書
事
」
と
題
し
て
、
主
に
居
延
一
九

三
0
・
コ
二
年
簡
を
使
っ
て
愛
書
に
闘
す
る
考
え
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、

こ
の
加
書
に
若
干
の
考
え
を
述
。
へ
、
奮
稿
を
補
い
た
い
。
愛

書
考
補
と
副
え
た
所
以
で
あ
る
。「

候
粟
君
所
責
冠
思
事
」
妨
害
の
本
文

こ
の
加
害
は
全
三
五
簡
よ
り
な
り
、
関
銃
は
E
P
F
n
・

1
lお
で
あ
る
。
そ
し
て
掲
一
枚
(
E
P
F
n
・
羽
)
が
附
随
し
て
い
る
。
褐
は
荷

札
の
よ
う
な
も
の
で
、
こ
の
筋
書
に
つ
け
て
名
稿
が
記
し
で
あ
っ
た
。

日
本
木
簡
に
い
う
つ
け
ふ
だ
で
あ
る
。
こ
の
掲
に
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建
武
三
年
十
二
月
候

粟
君
所
責
冠
恩
事

(
E
P
F
n
・
お
)

と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
加
書
は
栂
の
記
載
に
よ
り
嘗
時
の
ま
ま
命
名
さ
れ
た
。
こ
の
加
は
E
P
F
n
、
す
な
わ
ち
甲
渠
候
官
の
文
書
庫
か

-
競
簡
か
ら
却
暁
簡
ま
で
が
一
つ
と
な
っ
て
内
側
に
、

A
U7
 

一
つ
と
な
っ
て
外
側
に
捲
か
れ
た
朕
態
で
あ
っ
た
。
お
競
の
褐
は
別
に
近
く
か
ら
見
つ
か
っ
た
。

紅
競
か
ら
お
競
ま
で
が

ら
出
土
し
た
。
出
土
の
時
に
は
縄
は
朽
ち
て
脱
落
し
て
お
り
、

理
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

建
武
三
年
十
二
月
笑
丑
朔
乙
卯
都
郷
奮
夫
宮
以
廷
所
移
甲
渠
候
書
召
恩
詣
郷
先
以
誼
財
物
故
不

以
質
減
五
百
以
上
酔
己
定
満
三
日
市
不
更
言
語
者
以
僻
所
出
入
罪
反
罪
之
律
排
告
乃

愛
書
験
問
恩
僻
日
頴
川
昆
陽
市
南
里
年
六
十
六
歳
姓
冠
民
去
年
十
二
月
中
甲
渠
令
史

筆
商
尉
史
周
育
嘗
魚
候
粟
君
載
魚
之
傑
得
貰
商
育
不
能
行
商
郎
出
牛
一
一
頭
責
特
歯

(
E
P
F
n
・
1
)

(
E
P
F
2
・
2
〉

(
E
P
F
2
・
3
)

〈

E
P
F
m
-
4
)



八
歳
卒
買
直
六
十
石
輿
官
穀
十
五
石
鰍
七
十
五
石
育
出
牛
一
頭
黒
特
歯
五
歳
卒
買
直
六
十
石
輿
官

穀
悩
石
凡
震
穀
百
石
皆
予
粟
君
以
首
載
魚
就
直
時
粟
君
借
恩
魚
就
載
魚
五
千
頭

到
機
得
買
直
牛
一
頭
穀
廿
七
石
約
魚
粟
君
買
魚
油
出
時
行
銭
世
高
時
粟
君
以
所
得
商
牛
責

同

ゅ

一

特
歯
八
歳
以
穀
廿
七
石
予
恩
顧
就
直
後
二
ミ
三
嘗
護
粟
君
謂
恩
日
黄
牛
微
庚
所
得

育
牛
黒
特
雄
小
肥
買
直
倶
等
耳
揮
可
用
者
持
行
恩
即
取
黒
牛
去
留
責
牛
非
従

粟
君
借
桐
牛
恩
到
牒
得
買
魚
壷
銭
少
因
貰
黒
牛
弁
以
銭
品
川
二
高
附
粟
君
妻
業

AmMg'
 

，nu、

少
八
歳
恩
以
大
車
中
T

捌
軸
一
直
寓
銭
羊
章
一
枚
矯
棄
直
三
千
大
笥
一
合
直
千
一
石

去
直
一
直
六
百
櫛
索
二
枚
直
千
皆
置
業
車
上
興
業
倶
来
還
到
第
三
置

(
E
P
F
m
-
5
)
 

(
E
P
F
n
・
6
)

(
E
P
F
n
・
7
)

(
E
P
F
2
・
8
〉

(
E
P
F
n
・
9
〉

(
E
P
F
m
-
m〉

(
E
P
F
n
-
H
)
 

(
E
P
F
2
・
ロ
)

恩
纏
大
褒
二
石
付
業
直
六
千
叉
到
北
部
魚
業
貰
肉
十
斤
直
穀
一
石
=
三
千
凡
弁

震
銭
二
高
四
千
六
百
皆
在
粟
君
所
恩
以
負
粟
君
銭
故
不
従
取
器
物
叉
恩
子
男
欽

内
司
，

以
去
年
十
二
月
廿
日
震
粟
君
捕
魚
壷
今
正
月
間
月
二
月
積
作
三
月
十
日
不
得
賀
直
時

〈

E
P
F
2
・
U
)
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(
E
P
F
n
-
H
)
 

〈

E
P
F
n
-
m〉

市
庸
卒
買
大
男
日
二
斗
魚
穀
廿
石
恩
居
候
得
付
業
銀
時
市
穀
決
石
四
千
以
欽
作

買
穀
十
三
石
八
斗
五
升
直
傑
得
銭
五
高
五
千
四
凡
魚
鏡
八
高
用
償
所
負
銭

畢
恩
嘗
得
欽
作
買
除
穀
六
石
一
斗
五
升
付
恩
従
僕
得
自
食
魚
業
終
車
到
居
延

、同

W

A

H

，

口
行
道
廿
除
日
不
計
買
直
時
商
育
皆
卒
牛
直
六
十
石
興
莱
=
君
=
因
以
其

賀
予
恩
己
決
恩
不
嘗
予
粟
君
牛
不
相
嘗
穀
廿
石
皆
謹
也
如
愛
書

(
E
P
F
n
-
m
)
 

〈

E
P
F
m
-
U〉

(
E
p
p
n
-
m
)
 

(
E
P
F
n
-
m
)
 

(
E
p
p
n
-
m
)
 

建
武
三
年
十
二
月
美
丑
朔
戊
辰
都
郷
耳
目
夫
宮
以
廷
所
移
甲
渠
候
書
召
恩
詣
郷
先
以
誼
財
物
故
不
以
質
減
五
百
以
上
僻
以
定
満
三
日

而
不
更
言
請
者
以
僻
所
出
入
罪
反
罪
之
律
排
告
乃
愛
霊
園
験
問
恩
酔
日
頴
川
昆
陽
市
南
里
年
六
十
六
歳
姓
冠
氏
去
年
十
二
月
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(
E
P
F
n
-
n〉
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中
甲
渠
令
史
華
商
尉
史
周
育
嘗
潟
候
粟
君
載
魚
之
傑
得
買
商
育
不
能
行
商
即
出
牛
一
一
政
責
特
歯
八
歳
卒

賀
直
六
十
石
興
官
穀
十
五
石
魚
穀
七
十
五
石
育
出
牛
一
頭
黒
特
歯
五
歳
卒
買
直
六
十
石
興
官
穀
倒
石
凡
矯
穀
百
石
皆
予
粟
君

A
N
V
 

以
嘗
載
魚
就
直
時
粟
君
借
恩
信
用
就
載
魚
五
千
頭
到
傑
得
賀
直
牛
一
頭
穀
廿
七
石
一附
一策
粟
君
買
魚
泊

出
時
行
銭
世
蔦
時
粟
君
以
所
得
商
牛
責
特
歯
八
歳
穀
廿
七
石
予
恩
顧
就
直
後
二
ミ
三
日
嘗
護
粟
君
謂
恩
日
黄
牛

A
可
凶，

徴
庚
所
帆
問
育
牛
黒
特
雌
小
肥
賀
直
倶
等
耳
揮
可
用
者
持
行
恩
師
取
黒
牛
去
留
黄
牛
非
従
粟
君
借
牛
恩
到

機
得
責
魚
童
銭
少
因
貰
黒
牛
弁
以
銭
品
川
二
高
付
粟
君
妻
業
少
八
蔦
恩
以
大
車
中
十
榛
軸
一
直
寓
銭
羊
章
一
枚
魚
案

直
三
千
大
笥
一
合
直
千
一
石
去
直
一
直
六
百
怖
索
二
枚
直
千
皆
在
業
車
上
興
業
倶
来
還
到
北
部
負
業
買
肉
十
斤

直
穀

一
石
到
新
三
置
魚
業
縫
大
褒
二
石
凡
魚
穀
三
石
銭
高
五
千
六
百
皆
在
業
所
恩
興
業
倶
来
到
居
延
後
恩

欲
取
軸
器
物
去
粟
君
謂
恩
汝
負
我
銭
八
省
内
欲
持
器
物
怒
恩
不
敢
取
器
物
去
叉
恩
子
男
欽
以
去
年
十
二
月
廿
日

魚
粟
君
捕
魚
蓋
今
年
正
月
間
月
二
月
積
作
三
月
十
日
不
得
賀
直
時
市
庸
卒
買
大
男
日
二
斗
魚
穀
廿
石
恩
居

機
得
付
業
銭
時
市
穀
決
石
四
千
弁
以
欽
作
買
穀
嘗
所
負
粟
君
銭
畢
恩
叉
従
牒
得
自
食
魚
業
賂
車

韮
斬
来
到
居
延
積
行
道
廿
除
日
不
計
買
直
時
商
育
皆
卒
牛
直
六
十
石
興
粟
君
因
以
其
買
興
恩
牛
己

決
不
嘗
予
粟
君
牛
不
相
嘗
穀
廿
石
皆
謹
也
如
委
書

帥

・
右
愛
書

建
武
三
年
十
二
月
葵
丑
朔
辛
未
都
郷
音
夫
宮
敢
言
之
廷
移
甲
渠
侯
書
日
去
年
十
二
月
中
取
客
民
冠
恩
魚

就
載
魚
五
千
頭
到
傑
得
就
買
用
牛
一
頭
穀
廿
七
石
恩
願
泊
出
時
行
銭
樹
高
以
得
品
川
二
高
叉
借
牛
一
頭

以
震
桐
因
買
不
肯
蹄
以
所
得
就
直
牛
償
不
相
嘗
廿
石
書
到
験
問
治
決
言
前
言
解
廷
郵

書
日
思
僻
不
興
候
書
相
雁
疑
非
寅
今
候
奏
記
府
願
詣
郷
霊
書
是
正
府
録
令
明
慮

(
E
P
F
n
・
幻
)

(
E
P
F
n
・
お
)

(
E
P
F
n
-
M
)
 

(
E
P
F
n
・
お〉
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(
E
P
F
m
-
m〉

(
E
P
F
n
・
幻
)

(
E
P
F
n
-
m〉

(
E
P
F
2
・
臼
)

(
E
P
F
n
-
m〉

(
E
P
F
n
・
m叫
〉



更
詳
験
問
治
決
言
謹
験
問
恩
僻
不
嘗
奥
粟
君
牛
不
相
嘗
穀
廿
石
叉
以
在
粟
君
所
器
物
直

銭
高
五
千
六
百
叉
震
粟
君
買
肉
一
雄
一
毅
三
石
叉
子
男
欽
矯
一
来
君
作
買
直
廿
石
皆
一圏
直
一
回
一勧

粟
君
銭
畢
粟
君
用
恩
器
物
幣
敗
今
欲
鯖
恩
不
肯
受
愛
書
自
誼
篤
移

(
E
P
F
n
-
m
)
 

愛
書
叩
頭
死
罪
死
罪
敢
言
之

(
E
P
F
n
・M
M
)

伺

帥

守
丞
勝
移
甲
渠
候
官
候
一例一責
男
子
冠
恩
一周
一
園

口
僻
愛
書
自
謹
潟
移
書
口
到
口
口
口
口
口
僻
袋
書
自
誼

ω
 

須
以
政
不
直
者
法
亙
報
如
律
令

十
二
月
己
卯
居
延
令

(
E
P
F
n
-
M
)
 

(
E
P
F
n
・
お
)

嫁
議
守
令
史
賞

は
な
は
だ
複
雑
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
全
世
の
構
成
に
つ
い
て
若
干
説
明
を
し
て
み
よ
う
。

こ
の
新
書
は
五
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
そ
の
一
は

E
P
F
m
・
-
か
ら
却
ま
で
の
こ

O
簡
で
こ
れ
を
A
と
す
る
。
そ
の
二
は

E
P
F
n
・
乱

以
上
が
般
書
の
全
文
で
あ
る
匂

- 35ー

か
ら
お
ま
で
の
八
簡
で
こ
れ
を
B
と
す
る
。
そ
の
三
は

E
P
F
n
-
m
か
ら
担
ま
で
の
四
簡
で
、
こ
れ
を
C
と
す
る
。
そ
の
四
は

E
P
F
2
・

お
一
簡
で
こ
れ
を
D
と
す
る
。
そ
の
五
は

E
P
F
2
・
加
と
あ
の
こ
簡
で
こ
れ
を
E
と
す
る
。

E
P
F
n
・
舗
の
掲
は
品
川
書
の
部
分
で
は
な
い

か
ら
除
外
す
る
。

A
は
建
武
三
年
ハ
紀
元
二
七
年
)
十
二
月
葵
丑
朔
乙
卯
(
す
な
わ
ち
十
二
月
三
百
)
に
張
披
郡
居
延
鯨
都
郷
の
郷
沓
夫
宮
が
冠
恩
を
験
問
し
た
霊

書
で
あ
る
。

B
は
同
じ
十
二
月
十
六
日
に
宮
が
再
度
定
患
を
験
問
し
た
愛
書
で
あ
る
。

C
は
同
年
十
二
月
十
九
日
に
都
郷
畜
夫
宮
か
ら
居
延
鯨

令
に
霊
書
と
と
も
に
提
出
し
た
冠
恩
験
聞
の
結
果
、
宮
の
判
断
を
記
し
た
報
告
書
で
あ
る
。

E
は
十
二
月
二
十
七
日
附
で
甲
渠
候
官
に
達
し
た

こ
の
事
件
に
つ
い
て
の
判
決
命
令
書
で
あ
る
。

D
は
、
漢
簡
の
中
に
多
く
の
例
が
あ
る
、
何
か
同
種
類
に
属
す
る
も
の
を
列
記
し
た
最
後
に
つ
け
る
簡
で
、
こ
の
簡
の
右
過
に
列
記
し
た
も

35 

の
を
ま
と
め
る
は
た
ら
き
を
す
る
、
尾
題
簡
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で

D
の
加
書
中
の
位
置
に
つ
い
て
ま
ず
述
べ
て
お
く
。
甘
粛
居
延
考
古
除
簡
加
整
理
小
組
の
韓
文
で
は
、

A
B
C
D
E
の
順
に
な
っ
て
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い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

C
の
文
書
も
委
書
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

A
を
「
建
武
三
年
十
二
月
乙
卯
居
延
都
郷
畜
夫
宮
験
問
治
決
愛
書
」
、

B
を
「
建
武

C
を
「
建
武
三
年
十
二
月
辛
未
居
延
都
郷
沓
夫
宮
復
問
治
決
愛
書
」
と
名
づ
け
、

D

の
φ

右
霊
書
。
尾
題
簡
が

C
の
次
に
寸
然
る
べ
き
こ
と
を
積
極
的
に
支
持
し
、
次
い
で

E
、
す
な
わ
ち
「
十
二
月
己
卯
居
延
守
丞
勝
論
決
文
書
」

命
偉
超
氏
は
「
略
韓
漢
代
獄
僻
文
例
」
の
論
文
中
で
、

一一一年
十
二
月
戊
辰
居
延
都
郷
畜
夫
宮
験
問
治
決
愛
書
」
、

が
績
く
と
考
え

省
冗
達
氏
は
す
粟
君
所
責
冠
恩
事
φ

簡
加
略
考
」
の
論
文
で
は
特
に
D

A
B
C
D
E
の
順
序
と
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。

の
位
置
に
つ
い
て
は
議
論
を
し
て
い
な
い
。

C
を
辛
未
文
書
、

E
を
豚

A
B
D
C
E
の
順
序
を
提
唱
さ
れ
た
。
順
序
に
関
し
て
は
私
見
は
先
の
緯
文
で
示
し
た
ご
と
く
、
徐
率
芳
氏
と
同

じ
く
A
B
D
C
E
で
あ
る
。
徐
氏
が
C
を
辛
未
文
書
と
よ
ん
で
愛
書
と
い
わ
な
い
こ
と
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
徐
氏
も
私
も
C
を
愛
書
と
考
え

て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
後
速
に
委
ね
る
が
、

D
の
位
置
に
二
読
あ
る
こ
と
は
理
解
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
封
し
て
徐
翠
芳
氏
は

「居
延
考
古
瑳
掘
的
新
牧
獲
」
の
論
文
で
、

A
を
乙
卯
愛
書
、

B
を
戊
辰
受
書
、

廷
移
甲
渠
候
官
文
と
よ
び
、
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次
は
内
容
か
ら
こ
の
構
成
を
み
る
。

A
と
B
と
は
内
容
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
居
延
鯨
都
郷
沓
夫
宮
が
居
延
鯨
廷
の
命
を
う
け
て
、
郷

内
に
客
居
す
る
、
本
籍
は
頴
川
郡
昆
陽
照
市
南
里
の
人
冠
恩
を
呼
び
出
し
、
甲
渠
候
粟
君
か
ら
訴
え
の
あ
っ
た
、
冠
恩
が
粟
君
に
劃
し
て
負
債
を

返
さ
な
い
件
に
つ
い
て
、
冠
恩
の
言
い
分
を
聞
い
た
調
書
で
、
十
二
月
三
日
と
十
二
月
十
六
日
の
二
度
取
調
べ
を
行
な
い
、
そ
の
聞
に
遣
い
が

な
い
か
ど
う
か
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
甲
渠
候
粟
君
の
君
は
傘
稀
で
あ
る
。
食
偉
超
氏
は
、
粟
と
い
う
姓
は
漢
に
は
な
く
、
偏
傍
の
木
と
米
と

伺

は
し
ば
し
ば
相
通
ず
る
か
ら
、
栗
姓
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
が
、

そ
の
読
は
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
私
は
原
聞
の
文
字
に
な
る
べ
く
忠
寅
で

あ
る
と
い
う
建
前
と
、

食
氏
以
外
は
す
べ
て
粟
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
と
を
考
え
、
混
蹴
を
避
け
て
本
稿
で
は
粟
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。
ま
た
合

E
P
F
n
・
聞
の
簡
に
「
建
武
三
年
十
二
月
笑
丑
朔
丁
巳
、
甲
渠
都
侯
抜
町
頭
死
罪
敢
言
之
」
と
あ
る
こ
と
に

帥

よ
っ
て
、
粟
君
の
名
は
抜
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
注
目
す
べ
き
指
摘
で
あ
る
。

C
の
文
書
は
、
建
武
三
年
十
二
月
十
九
日
に
、
都
郷
沓
夫
宮
が
居
延
豚
廷
に
封
し
て
、
二
度
に
わ
た
っ
て
冠
恩
の
口
述
を
聞
き
愛
書
を
作
成

氏
は
、
粟
君
の
名
に
つ
い
て
、



そ
の
所
作
に
及
ぶ
前
提
と
な
っ
た
下
達
文

し
た
上
で
、
音
夫
と
し
て
の
剣
断
を
豚
に
報
じ
た
文
書
で
あ
る
が
、
首
時
の
公
文
書
の
常
と
し
て
、

書
を
引
用
し
て
い
淵
。
従

っ
て
こ
の

一
群
の
加
蓄
が
何
故
作
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
か
の
経
過
は
、
文
書
C
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

な
る
。居

延
豚
廷
は
都
郷
奮
夫
に
射
し
甲
渠
候
の
蓄
を
移
迭
し
て
き
た
。
そ
の
書
に
は

「
去
年
十
二
月
中
に
客
民
冠
恩
を
傭
っ
て
魚
五
千
頭
を
載
せ

倒

て
傑
得
豚
へ
買
り
に
行
か
せ
た
が
、
そ
の
傭
賃
は
用
牛
二
聞
と
穀
廿
七
石
で
あ
っ
た
。
恩
は
出
震
の
時
に
行
銭
四
十
蔦
に
買
っ
て
く
る
こ
と
を

約
束
し
た
が
、
品
川
二
高
銭
し
か
得
な
か
っ
た
。
叉
自
分
か
ら
牛
一
頭
を
借
り
て
ゆ
き
、
そ
の
牛
を
買
り
梯
っ
て
き
た
が
、
本
人
が
得
た
傭
賃
と

し
て
の
牛
を
掃
す
こ
と
を
承
知
し
な
い
。
穀
二
十
石
を
償
わ
な
い
」
と
あ
る
。
そ
こ
で
豚
廷
は
、
鯨
廷
か
ら
の
こ
の
文
書
|
|
甲
渠
候
の
書
を

A
叫
岬
，

huv 

含
む
幣
廷
の
文
書
ー
ー
が
到
着
し
た
な
ら
ば
、
定
恩
を
験
問
治
決
し
て
報
告
せ
よ
と
命
じ
た
。
こ
れ
ま
で
が

E
P
F
n
-
m
と
却
の
一
行
自
に

嘗
る
。
そ
し
て

一
行
自
の
「
前
言
解
」
の
三
字
は
意
味
が
定
か
で
な
い
。
牒
廷
の
文
書
を
受
領
し
て
直
ち
に
冠
恩
を
験
問
し
、
そ
の
愛
書
A
を
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一
度
牒
廷
へ
迭
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
恩
の
僻
は
候
の
書
と
相
腰
じ
な
い
が
、
ど
う
も
事
貫
で
な
い
よ
う
だ
。
今
候
は
太
守
府
に
劃
し
て
奏
記
し
、
郷
に
詣
っ

て
愛
書
是
正
せ
ん
こ
と
を
願
い
、
府
の
命
令
で
は
明
鹿
を
し
て
更
め
て
詳
し
く
験
問
せ
よ
と
あ
る
。
治
決
し
て
報
告
せ
よ
」
と
い
う
こ
と
で
あ

伺

っ
た
。
そ
こ
で
「
謹
し
ん
で
恩
の
僻
を
験
問
」
い
た
し
ま
す
に
と
畜
夫
宮
の
意
見
が
「
謹
験
問
」
以
下
に
述
べ
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
文
書
C
の
前
段
に
あ
る
鯨
廷
よ
り
の
文
書
の
内
容
か
ら
、
甲
渠
候
粟
君
と
冠
恩
と
の
聞
に
お
け
る
債
権
債
務
の
関
係
が
も
つ

れ
た
た
め
、
甲
渠
候
か
ら
窟
恩
の
客
居
す
る
居
延
鯨
に
文
書
を
も
っ
て
提
起
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
居
延
豚
廷
が
都
郷
広
田
夫
に
取
調
べ
を
命
じ
た

A
文
書
の
日
附
、
建
武
三
年
十
二
月
三
日
以
前
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

廷
の
郵
書
に
は

経
過
が
、

そ
こ
で
都
郷
忠
実
宮
が
冠
恩
を
呼
び
出
し
て
、
粟
君
の
訴
え
|
|
廷
所
移
甲
渠
候
書
、
す
な
わ
ち
E
P
F
2
・
m
!
却
に
見
え
る
内
容
ー
ー

に
も
と
き
つ
い
て
事
情
聴
取
を
行
な
っ
た
。
寵
取
す
る
に
先
だ
っ
て
注
意
を
興
え
た
。
そ
れ
は
、

「財
物
に
閲
す
る
こ
と
を
謹
言
す
る
の
に
、
v 

、ー

37 

と
さ
ら
に
事
質
を
隠
し
て
述
べ
ず
、

そ
の
不
正
な
額
が
五
百
銭
を
越
え
る
場
合
、
取
調
べ
に
劃
す
る
供
述
が
確
定
し
て
か
ら
満
三
日
以
内
に
、
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更
め
て
供
述
内
容
の
饗
更
を
願
い
出
な
け
れ
ば
、

不
買
の
供
述
で
事
寅
と
出
入
さ
せ
た
額
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
罪
せ
ら
れ
る
」
と
い
う
律
を
申

し
聞
か
せ

注
意
を
促
し
た
上
で
験
問
し
た
の
で
あ
る
。

2 

及
び
乱
に
豊
富
か
れ
て
い
る

「
先
以
謹
財
物
」
よ
り

」れ
が
E
P
F
n
・
1

「
罪
反
罪
之
律
排
告
」
ま
で
の
部
分
で
あ
る
。
こ

こ
の
穣
文
「
先
以
誼
財
物
」
の
「
先
」
の
字
の
調
停
し
方
に
二
設
が
あ
る
。

「
先
」
と
揮
す
る

の
は
整
理
小
組
の
「
穣
文
」
と
省
充
達
氏
で
、
徐
本
芳
氏
と
食
偉
超
氏
と
は
「
王
」
と
相
伴
す
る
。
字
型
か
ら
い
え
ば
い
ず
れ
の
穣
も
可
能
で
あ

る
。
も
し
「
元
」
、

即
ち
無
と
揮
す
る
と

無
以
誼
財
物
、
故
不
以
質
、
減
五
百
以
上
、
僻
以
定
、
満
三
日
而
不
更
言
請
者
、
以
僻
所
出
入
、
罪
反
罪

現
在
他
の
誼
擦
の
な
い
財
物
(
目
前
向
無
其
他
鐙
接
)
と
い

う
意
味
に
な
る
。
そ
こ
で
こ
の
律
は
、
財
物
に
開
す
る
謹
言
一
般
を
定
め
た
も
の
で
は
な
く
、
他
に
誼
援
の
な
い
場
合
の
み
に
限
定
さ
れ
た
律

そ
れ
は
限
定
が
過
ぎ
は
し
ま
い
か
。
こ
と
に
、
他
に
謹
接
が
あ
る
場
合
の
偽
誼
に
封
し
て
別
に
律
が
あ
る
と
し
た
な

と
い
う
律
文
と
な
る
。
こ
の
ば
あ
い
、
無
以
誼
財
物
と
は
、
徐
卒
芳
氏
に
よ
れ
ば
、

で
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
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ら
ば
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
内
容
の
律
に
な
る
か
私
に
は
想
像
が
つ
か
な
い
。
私
は
む
し
ろ
財
物
に
関
す
る
謹
言
の
偽
謹

一
般
に
闘
す
る
律
で
あ

ろ
う
と
考
え
る
。
次
に
、
も
し
「
元
」
字
が
「
無
」
で
あ
っ
て
、
律
文
の
中
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

E
P
F
n
・
2
の
最
後
に

あ
る

「排
告
」
の
二
字
が
落
ち
つ
か
な
い
。
委
書
験
聞
に
先
立
っ
て
律
を
排
告
し
た
と
解
す
る
方
が
落
ち
つ
く
と
思
う
。
「
先
以
:
:
:
之
律
排

告
」
と
い
う
形
に
な
っ
て
、
「
先
以
」
の
以
が
活
き
る
よ
う
に
思
う
。
従
っ
て
私
は
「
先
」
と
醐
押
す
る
。
合
偉
超
氏
は
居
延

一
九
三

0
年
簡
の

A
H
4
5
 

'向い

中
か
ら
例
文
四
聞
を
あ
げ
ら
れ
る
が
完
全
な
簡
文
で
な
い
た
め
に
判
断
の
参
考
に
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
徐
卒
芳
氏
は
「
同
じ
解
句
が
そ
の

他
の
居
延
漢
簡
中
に
見
え
、
す
べ
て
委
書
の
開
頭
に
あ
る
」
と
さ
れ
る
が
、
文
章
の
流
れ
の
中
で
考
え
た
い
の
で
そ
れ
ら
の
簡
文
が
公
表
さ
れ

る
ま
で
は
結
論
を
留
保
し
た
い
。

さ
て
い
よ
い
よ
冠
思
の
陳
述
し
た
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

去
年
十
二
月
中
に
、
甲
渠
候
官
の
令
史
筆
商
と
尉
史
の
周
育
が
、
候
粟
君
の
た
め
に
魚
を
傑
得
鯨
へ
買
り
に
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、

二
人
と
も
行
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、
華
商
は
賀
毛
の
八
歳
の
牡
牛
一
頭
、
評
債
額
が
穀
六
十
石
相
嘗
の
も
の
と
、
他
に
穀
物
十
五



石
、
合
計
七
十
五
石
を
醸
出
し
、

し
、
皆
粟
君
に
興
え
、

周
育
は
黒
毛
の
年
五
歳
の
牡
牛
一
頭
、

評
債
額
穀
六
十
石
相
嘗
と
他
に
穀
物
四
十
石
の
合
計
百
石
を
醸
出

魚
を
運
ぶ
傭
賃
と
し
た
。

そ
こ
で
粟
君
は
冠
恩
を
傭
い
、

魚
五
十
頭
を
載
せ
て
傑
得
鯨
に
行
っ
て

貰
ら
せ
る
こ
と
と

し
、
そ
の
傭
賃
と
し
て
、
牛
一
頭
と
穀
二
十
七
石
を
支
梯
う
こ
と
に
し
た
。
寵
恩
は
魚
を
銭
四
十
寓
に
賓
る
と
約
束
し
た
。
粟
君
は
筆
商
よ
り

得
た
八
歳
の
黄
牛
と
穀
二
十
七
石
を
雇
傭
賃
と
し
て
恩
に
輿
え
た
が
、
後
二
三
日
し
て
出
護
に
際
し
て
恩
に
言
う
の
に
、
責
牛
は
少
し
痩
せ
て

い
る
。
周
育
よ
り
得
た
黒
の
牡
牛
は
、
小
さ
い
け
れ
ど
も
肥
え
て
お
り
、
値
も
等
し
い
か
ら
用
い
よ
い
方
を
揮
ん
で
つ
れ
て
ゆ
く
が
よ
い
と
。

そ
れ
で
恩
は
黒
牛
を
取
っ
て
黄
牛
を
留
め
た
。
粟
君
か
ら
牛
を
借
り
た
の
で
は
な
い
。

日
及
び
M
A

に
あ
る
「
非
従
粟
君
借

(
E
P
F
2
・
9

牛
」
の
句
は
、
甲
渠
候
書
(
E
P
F
n
-
m
)
に
あ
る
「
叉
借
牛
一
頭
以
魚
桐
」
に
劃
す
る
冠
恩
の
答
で
あ
る
。
)

恩
は
傑
得
へ
来
て
魚
を
貰
り
蓋
し
た
が
鏡
は
四
十
蔦
に
足
り
な
い
の
で
、
そ
こ
で
黒
牛
を
貰
り
、
南
方
の
銭
を
合
せ
て
品
川
二
蔦
銭
を
粟
君
の

A
刈
H

，

ム
M
V

妻
業
に
わ
た
し
、
八
蔦
銭
が
不
足
で
あ
っ
た
。
恩
は
大
車
の
宇
欄
軸
一
つ
、
値
は
一
寓
銭
、
羊
の
一
枚
皮
の
案

一
つ
、
値
は
三
千
鏡
、
大
笥
一

、気

q
'nv 

合
、
値
は
千
鏡
、
一
石
入
り
の
去
直
一
つ
、
値
は
六
百
銭
、
情
索
二
枚
、
値
は
千
鏡
、
の
全
部
を
業
の
車
上
に
積
み
、
業
と
倶
に
開
還
の
途
に

Aa
，
 

h
u
v
 

つ
い
た
。
途
中
第
三
置
に
き
た
時
、
恩
は
大
褒
二
石
を
買
っ
て
業
に
わ
た
し
た
が
そ
の
値
は
六
千
銭
で
あ
っ
た
。
ま
た
北
部
ま
で
来
た
時
、
業
の

- 39ー

震
に
肉
十
斤
を
買
っ
た
が
、
値
段
は
穀
物
一
石
に
相
嘗
し
、

弁
せ
て
二
高
四
千
六
百
銭
に
な
り
、
そ
の
品
々
は
皆
粟
君
の
所
に
あ
る
。
恩
は
業
と
共
に
居
延
に
到
着
し
て
後
、
軸
や
器
物
を
持
っ
て
蹄
ろ
う

と
す
る
と
、
粟
君
は
、
お
前
は
私
に
銭
八
蔦
の
負
債
が
あ
る
の
に
器
物
を
持
っ
て
ゆ
こ
う
と
す
る
の
か
と
怒
っ
た
の
で
、
敢
え
て
持
っ
て
諦
ら

な
か
っ
た
。
ま
た
恩
の
男
子
の
欽
は
、
去
年
十
二
月
廿
日
か
ら
粟
君
の
た
め
に
魚
を
と
り
、
今
年
の
正
月
、
閏
月
、
二
月
一
ば
い
ま
で
、
合
計
三

箇
月
十
日
働
い
た
が
、
そ
の
日
嘗
は
支
梯
っ
て
貰
っ
て
い
な
い
。
こ
の
時
期
の
傭
賃
の
市
の
債
格
は
大
男
一
日
二
斗
で
あ
っ
た
か
ら
、

合
計
穀

一
石
は
三
千
銭
と
い
う
相
場
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
業
に
わ
た
し
た
品
々
の
銭
高
は
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廿
石
に
な
る
。
恩
が
傑
得
に
い
て
業
に
銭
を
わ
た
し
た
時
に
、
市
で
は
穀
一
石
を
四
千
鎮
で
決
済
し
て
い
た
。
だ
か
ら
欽
が
傭
わ
れ
て
働
い
た

傭
賃
の
穀
債
(
四
千
銭
の
劉
で
廿
石
分
)
で
莱
君
に
劃
す
る
負
債
の
銭
は
差
引
支
携
い
済
で
あ
る
。

恩
は
ま
た
傑
得
か
ら
白
排
で
食
事
を
し
な
が

ら
業
の
た
め
に
車
を
動
か
し
、
牛
を
飼
い
な
が
ら
居
延
ま
で
闘
っ
て
き
た
。
そ
の
開
合
計
廿
徐
日
か
か
っ
た
が
、
そ
の
値
段
は
計
算
し
て
い
な
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ぃ
。
時
に
華
商
、
周
育
は
市
の
卒
買
六
十
石
相
首
の
牛
を
粟
君
に
輿
え
て
蝶
得
へ
魚
を
運
ぶ
費
用
と
し
た
。
そ
れ
で
そ
の
債
格
を
恩
に
輿
え
た

の
で
あ
る
か
ら
牛
の
問
題
は
解
決
し
て
い
る
。
粟
君
に
牛
を
興
え
る
(
返
す
)
必
要
は
な
い
し
、
穀
廿
石
を
償
う
に
も
嘗
ら
な
い
。

以
上
が
冠
思
の
陳
述
し
た
内
容
、

つ
ま
り
都
郷
喬
夫
宮
が
聞
き
と
っ
た
冠
恩
の
愛
書
の
内
容
で
、
文
書
A
、
B
の
主
部
分
で
あ
り
、

A
と
B

で
は
多
少
の
遠
い
は
あ
る
が
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
事
件
の
概
要
は
説
明
を
加
え
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

そ
の
結
果
、
都
郷
畜
夫
宮
の
判
断
(
す
な
わ
ち
文
書
C
の

後

段

、

「

粟

君

に

牛

を

か

え

す

必

要

は
な
く
、
穀
廿
石
を
支
排
う
必
要
は
な
い
。
ま
た
莱
君
の
も
と
に
あ
る
恩
の
器
物
、
粟
君
の
震
に
肉
と
、
穀
三
石
を
買
い
輿
え
、
子
男
の
欽
が

「
謹
験
問
」
以
下
、

E
P
F
n
・
紅
、
幻
)

で
は
、

粟
君
の
痛
に
働
い
た
封
慣
廿
石
を
合
算
す
る
と
、
恩
の
負
債
の
支
梯
は
移
っ
て
い
る
。
粟
君
は
恩
の
器
物
を
使
用
し
て
既
に
古
び
て
し
ま
っ
た

の
で
、
今
思
に
蹄
そ
う
と
思
っ
て
い
る
が
、
思
は
受
け
と
る
こ
と
を
承
知
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
建
武
三
年
十
二
月
二
十
七
日
附
で
居
延
鯨
丞
心
得
の
勝
か
ら
甲
渠
候
官
に
達
し
た
文
書
(

E

)

で
は
、
甲
渠
侯
粟
君
が
冠
恩
に
債
務

の
支
携
を
要
求
す
る
一
件
は
、
粟
君
の
要
求
が
不
嘗
で
あ
る
か
ら
、
政
不
直
者
の
法
を
適
用
す
る
と
俸
え
て
い
る
。
こ
の
文
書
は
簡
面
の
文
字
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が
多
く
依
損
し
て
い
る
の
で
、
正
確
に
は
文
意
が
と
ら
え
切
れ
な
い
。

以
上
簡
文
か
ら
誼
み
と
れ
る
内
容
の
概
略
を
述
、
ベ
た
。
語
句
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
に
注
記
し
た
。

「
候
粟
君
所
責
冠
恩
事
」
筋
書
の
問
題
貼

こ
の
加
書
は
極
め
て
具
盤
的
な
訴
訟
に
関
連
し
て
い
る
の
で
多
く
の
問
題
を
投
げ
か
け
る
。
中
園
の
三
論
文
は
漢
代
の
訴
訟
手
績
に
つ
い
て

の
具
鐙
的
資
料
と
い
う
黙
に
中
心
を
お
い
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
最
大
の
意
義
で
あ
ろ
う
。
こ
と
に
、
漢
代
の
訴
訟
は
従
来
ほ

と
ん
ど
資
料
が
な
く
、
わ
ず
か
に
『
漢
書
』
張
湯
俸
に
、
湯
が
幼
時
、
肉
を
、
盗
ん
だ
鼠
を
と
ら
え
て
裁
剣
の
員
似
事
を
し
た
話
の
中
に
、
劾
、

掠
治
、
停
愛
書
、
訊
鞠、

論
報
、
具
獄
と
い
う
順
序
を
ふ
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
-
記
し
て
あ
る
の
が
唯
一
の
資
料
で
、
か
っ
こ
れ
が
具
瞳
的
に
は

、ロザ

明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
の
加
害
に
愛
蓄
が
で
て
き
た
こ
と
は
甚
だ
有
意
義
で
あ
討
。
た
だ
、
張
湯
俸
の
例
は
刑
事
事
件
で
あ
る
が
、



こ
の
知
書
の
例
は
民
事
事
件
で
、
も
し
政
不
直
者
と
し
て
粟
君
。
か
こ
の
後
弾
劾
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
段
階
で
張
湯
俸
の
理
解
に
更
に
た
す

け
と
な
る
資
料
が
あ
る
も
の
と
い
え
る
。

私
と
し
て
は
、
文
書
C
と
E
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
が
あ
る
の
で
、
そ
の
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

文
書
C
は
、
食
偉
超
氏
は
「
都
郷
畜
夫
宮
復
問
治
決
愛
書
」、

徐
卒
芳
氏
は
「
辛
未
文
書
」
、
文
書
E
は
食
偉
超
氏
は
「
居
延
守
丞
勝
論
決
文

書
」
、
徐
率
芳
氏
は
「
鯨
廷
移
甲
渠
候
官
文
」
と
呼
び
、

C
を
愛
書
と
見
な
す
か
否
か
で

D
の
尾
題
簡
の
位
置
が
饗
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。

し
か
し
、
そ
の
黙
を
除
け
ば
、
内
容
に
つ
い
て
は
南
氏
の
理
解
に
大
き
な
差
違
は
な
い
。

E
が
車
濁
で
濁
立
し
た
文
書
と
考
え
得
る
か
と
い
う
駐
に
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
漢
の
公
文
書
は
書
き
出
し
に
は
年
競
が

あ
り
、
月
日
か
ら
書
き
始
め
る
猫
立
し
た
文
書
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
も
し
月
日
か
ら
始
ま
る
公
文
書
簡
が
あ
れ
ば
、
そ
の

私
の
疑
問
は
、

前
に
必
ず
年
披
を
書
い
た
別
の
文
書
が
あ
っ
て
、
そ
の
文
書
と
複
合
し
て
一
文
書
を
形
づ
く
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
私
が
復
原
し
た
元

制

康
五
年
の
詔
書
加
も
そ
う
で
あ
る
が
、
わ
か
り
易
い
民
間
人
の
祭
ハ
放
行
者
身
分
讃
明
書
)
が
そ
う
で
あ
開
。
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居
延
三

0
・
=
二
年
簡
一
五
・
一

九
を
例
に
ひ
く
と
、

永
始
五
年
間
月
己
巳
朔
丙
子
、
北
郷
沓
夫
忠
敢
言
之
、
義
成
里
雀
自
嘗
、
自
言
魚
家
私
市
居
延
、
謹
案
自
首
母
官

獄
徴
事
、
嘗
得
取
停
、
謁
移
肩
水
金
開
・
居
延
豚
索
開
、
敢
言
之

閏
月
丙
子
、
牒
得
丞
彰
、
移
肩
水
金
閲
・
居
延
鯨
索
開
如
律
令

/
嫁
長

・
令
史
建
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と
あ
る
文
書
で
、
第
三
行
の
闇
月
丙
子
の
部
分
は
燦
得
豚
丞
の
文
書
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
第
一
・
二
行
の
北
郷
膏
夫
の
文
書
が
あ
っ
て
始
め
て

意
味
の
あ
る
文
書
で
、
皐
濁
で
は
意
味
が
な
い
。
も
ち
ろ
ん
北
郷
奮
夫
の
文
書
畢
濁
で
は
パ
ス
ポ
ー
ト
と
し
て
の
数
力
は
な
く
、
蝶
得
丞
の
文

書
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
五
・
一
九
簡
が
文
書
と
し
て
成
立
す
る
過
程
を
時
開
的
に
い
え
ば
、
北
郷
か
ら
蝶
得
鯨
へ
俸
達
さ
れ
る
ま
で
は

北
郷
畜
夫
の
文
書
が
単
調
で
あ
る
が
、
蝶
得
隠
で
丞
の
批
准
を
う
け
て
、
燦
得
懸
か
ら
肩
水
金
閲
・
居
延
鯨
索
開
へ
雀
自
首
が
持
参
す
る
と
き

に
は
、
二
つ
の
文
書
が
複
合
し
て
い
る
。
複
合
し
て
い
る
が
そ
れ
で
一
つ
の
文
書
と
し
て
数
力
を
持
っ
て
い
る
。
蝶
得
丞
の
文
書
は
前
段
の
北
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郷
の
文
書
が
な
け
れ
ば
全
く
意
味
は
な
い
。
北
郷
の
文
書
に
つ
け
加
え
て
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
年
を
書
く
必
要
は
な
い
。

こ
の
例
を
参
考
に
す
る
と
、

文
書
E
に
年
披
が
な
い
の
は
、
文
書
C
に
直
接
接
療
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
と
り
も

な
お
さ
ず
、

C
と
E
は

一
つ
の
文
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て

D
の
結
尾
簡
は

C
と
E
の
聞
に
は
入
ら
な
い
と
い
う
別
の
根
擦
と

な
る
。

い
い
か
え
る
と
、

E
の
文
書
は
車
濁
で
は
あ
り
得
な
い
。

C
の
文
書
は
都
郷
畜
夫
か
ら
居
延
豚
へ
進
達
さ
れ
る
段
階
に
限
っ
て
車
濁
文
書
と

し
で
あ
り
得
る
。
居
延
岡
怖
か
ら
甲
渠
候
官
へ
俸
達
さ
れ
る
段
階
で
は

C
+
E
と
い
う
文
書
に
な
っ
て
い
る
。
も
し
、
合
氏
の

「
居
延
守
丞
勝
論

決
文
書
」
、

徐
氏
の

「
豚
廷
移
甲
渠
候
官
文
」
と
い
う
名
の
文
書
は
ど
れ
か
と
間
わ
れ
る
な
ら
ば
、

私
見
で
は
C
+
E
が
そ
れ
だ
と
答
え
ざ
る

を
得
な
い
の
で
あ
る
。

C
と
E
と
は
切
離
せ
な
い
同
一
文
書
と
い
う
私
の
考
え
は
理
解
さ
れ
た
と
思
う
。
以
上
が
説
明
の
第
一
の
ス
テ
ッ
プ
で

あ
る
。
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つ
ぎ
に
都
郷
沓
夫
が
豚
廷
に
進
達
す
る
場
合
を
考
え
て
み
る
。
都
郷
沓
夫
は

C
だ
け
を
車
濁
で
出
し
た
か
と
い
う
設
聞
が
で
き
る
。
い
い
か

そ
れ
ぞ
れ
皐
濁
で
そ
の
都
度
都
郷
か
ら
豚
廷
へ
提
出
さ
れ
、
そ
の
後
C
が
提
出
さ
れ
た
の
か
と
問
う
て
い
る
わ

C
と
い
う
文
書
は
、

A
B
二
愛
書
を
前
提
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
必
ず
一
つ
に
し
て
準
達
さ

え
る
と
、

A
、
B
の
愛
警
は
、

け
で
あ
る
。
私
の
答
え
は
否
で
あ
る
。

れ
た
で
あ
ろ
う
。
前
段
で

C
は
皐
猫
で
あ
り
得
る
と
言
っ
た
の
は
、

意
は
、

c、
E
の
関
係
を
説
明
す
る
痛
の
便
宜
に
従
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
私
の
員

A

・
B
・
D
-
C
が
一
文
書
と
し
て
鯨
廷
に
準
達
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
所
作
が
張
湯
俸
に
い
う
「
傍
受
書
」
に
嘗
る
。

そ
し
て

C
と
E
が
切
離
せ
な
い
と
考
え
る
以
上
、

A
B
D
C
E
が
牒
廷
か
ら
甲
渠
候
官
へ
達
し
ら
れ
た
一
文
書
と
な
り
得
る
の
で
あ
り
、

う
考
え
て
は
じ
め
て
現
買
に
こ
の
加
書
が

一
つ
と
な
っ
て
出
土
し
、

全
篇
が

一
筆
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
納
得
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ

そ
の
結
果
、
食
偉
超
、
徐
卒
芳
雨
氏
の
論
文
で
、

A
l
E
の
文
書
に
そ
れ
ぞ
れ
先
述
の
よ
う
に
命
名
さ
れ
て
い
る
が
、
今
慣
に
そ
の
名
稿
を

借
り
れ
ば
、
私
見
で
は
、
こ
の
加
書
全
部
が
「
居
延
守
丞
勝
論
決
文
章一
回
」
で
あ
り
、

「
豚
廷
移
甲
渠
候
官
文
」
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
要
す
る

に
「
候
粟
君
所
責
冠
恩
事
」

mm書
は
ど
う
い
う
文
書
な
の
か
を
考
え
た
場
合
、
徐
率
芳
氏
は
そ
の
論
文
の
最
後
に
、
「
居
延
豚
廷
が
甲
渠
候
官
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に
官
何
移
し
給
し
た
文
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
食
偉
超
氏
は
そ
の
論
文
の
「
具
獄
考
」
の
部
分
で
、

「
毎
歳
多
月
に
獄
案
、
論
決
文
書
を
封
存
す
る

A
弓

A
MV
 

嘗
時
の
制
度
に
よ
り
、
甲
渠
候
官
が
候
粟
君
所
責
冠
恩
事
案
の
各
種
文
書
を
封
存
し
た
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
。

個
別
濁
立
し
た
関
連
文
書
と
さ
れ
、
徐
氏
は
一
括
文
書
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
私
は
徐
氏
の
読
に
賛
成
す
る
。

つ
ま
り
、
食
氏
は
各
文
書
を

蔑
さ
れ
た
紙
面
を
利
用
し
て
一
一
一
一
一
の
問
題
黙
の
指
摘
だ
け
を
し
て
お
く
。

そ
の
一
は
、
先
述
の
逼
り
委
書
の
文
例
が
出
た
こ
と
は
意
義
深
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
こ
は
、
三
八
頁
に
少
し
論
じ
た
漢
律
の
侠
文
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

そ
の
三
は
、
牛
や
肉
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
品
物
の
卒
買
が
知
ら
れ
る
こ
と
、
そ
れ
が
穀
立
て
で
あ
る
こ
と
な
ど
経
済
生
活
の
資
料
が
あ
る
。

特
に
年
代
が
明
ら
か
で
、
建
武
初
年
の
資
融
支
配
時
代
の
河
西
の
経
済
朕
態
が
知
れ
る
こ
と
は
興
味
が
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
粟
君
が
貰
ら
せ

建
武
三
年
四
月
の
「
居
延
都
尉
吏
奉
穀
秩
別
令
」
加
(
E
P
F
n
・
叩
1
m
m
)

の
E
P
F
n
・
九
簡
に

よ
る
と
居
延
令
の
奉
穀
は
月
舟
石
で
、
居
延
令
は
秩
六
百
石
と
見
れ
ば
甲
渠
侠
で
あ
る
粟
君
と
ほ
ぼ
同
秩
で
あ
る
。
北
部
に
お
い
て
冠
恩
が
業

の
た
め
に
肉
を
買
っ
た
時
、
石
三
千
銭
(
線
得
で
は
四
千
銭
)
と
し
て
い
る
か
ら
、
三
十
石
は
九
寓
銭
で
あ
る
。
粟
君
の
令
史
筆
商
は
魚
を
鱒
得

へ
貰
り
に
ゆ
け
な
い
た
め
代
償
に
、
穀
六
十
石
相
嘗
の
牛
と
穀
十
五
石
の
合
計
七
十
五
石
を
、

尉
史
周
育
は
同
様
に
穀
百
石
を
粟
君
に
提
供
し

て
い
る
。
令
史
尉
史
は
粟
君
よ
り
は
る
か
下
級
の
更
で
あ
り
、
こ
の
奉
穀
と
彼
等
の
日
常
の
経
済
生
活
と
の
大
き
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
、
結
局

た
魚
五
千
頭
が
品
川
二
寓
銭
で
あ
っ
た
が
、

- 43ー

資
融
時
代
は
こ
の
地
の
在
地
小
地
主
層
が
官
に
つ
い
て
い
た
、
極
め
て
地
方
色
の
強
い
政
権
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

経
済
生
活
、
官
僚
の
貫
生
活
な
ど
、
今
ま
で
は
全
く
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
賓
融
の
支
配
時
代
の
河
西
地
域
の
貫
情
は
、
居
延
七
三

-

A
U，
 

七
四
年
簡
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
る
に
と
も
な
い
、
相
嘗
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
期
待
す
れ
仰
。

43 

註ω
こ
の
裂
掘
の
概
要
は
、
甘
粛
居
延
考
古
像
「
居
延
漢
代
遣
社
的
妥
掘
和

新
出
土
的
簡
冊
文
物
」
(
『
文
物
』
一
九
七
八
|
一
〉
に
よ
っ
て
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
大
庭
惰

『木
簡
』
六
、
新
居
延
簡
の
褒
掘

(p
m日
|
部
)
に

紹
介
を
し
た
。
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ω
森
鹿
三

「
居
延
漢
簡
研
究
序
設
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
一
一
一
l
t
三
、
一
九

五
三
)
参
照
。
森
鹿
一
一
一
『
東
洋
皐
研
究
』

p
l
l
p
u
に
再
録
さ
れ
て
い

る。ω
徐
率
芳
「
居
延
考
古
都
佼
掘
的
新
牧
獲
」

宵
冗
遥
「
。
粟
君
所
貴
冠
恩
事
9

簡
冊
略
考
」

品
問
偉
超
「
略
緯
漢
代
獄
際
文
例
|
|
一
一
紛
治
獄
材
料
初
探
」

ω
徐
元
邦

・
市
山
由
延
傘
「
居
延
出
土
的

4

侠
史
辰
徳
坐
不
循
行
部
ク
機
」

『
考
古
』

一
九
七
九
二

醇
英
群
「
居
延

《
塞
上
燦
火
口
間
約
》
冊
」
『
考
古
』
一
九
七
九
|

四
徐

本

芳

「
居
延
、
敦
燈
設
現
的

《
塞
上
蓬
火
口
間
約
》
[

|
粂
鰐
漢
代

的
蓬
火
制
度
」
『
考
古
』
一
九
七
九
五

初
仕
賓
「
居
延
閲
叩

《
甘
露
二
年
丞
相
御
史
律
令
》
考
述
」

『考

古
』

一
九
八
O
|
二

伍
徳
照
「
居
延
出
土
《
甘
露
二
年
丞
相
御
史
律
令
》
関
脇
考
穆
」

『
甘
蹴
師
大
皐
報
』

一
九
八

O
|
二

ω
玄

-nE己
「
0
2
5・
河
内
円
。
足
柄
。
¥
h
g
b
n叫

2
2
h
u
h
E
h
h
g
-
u
g一日・

H
山喧山

t
吋
.

ι。
.. 
『河N
何

2n。円《
ι凶印。丘同巴
ω
ロ
〉
ι
B↑5ロ】互臼包円『白旦門
v5。ロ

ω巴目司沼νぷ日旬
】一巾
2『

H

叫吋4
仇

6
。g肺尽h諸忍
hh

叫~、
uQs。P.印

g∞|
品
.
日
・

永
田
英
正
「
居
延
漢
簡
の
集
成

I
-
E
-
E」
『
東
方
皐
報
』
京
都

必

-
U
・
日
一
九
七
四
、
一
九
七
九

永
田
英
正

「

居

延
漢
倒
に
み
る
候
官
に
つ
い
て
の
一
試
論
||
破
却
す

出
土
の

〈
詣
官
〉
簿
を
中
心
と
し
て
」

『
史
林
』
日
1
5

一
九
七

一一一

大
庭
惰
「
居
延
出
土
の
詔
書
冊
と
詔
書
断
簡
に
つ
い
て
」

大
拳
東
西
風
平
術
研
究
所
論
叢
』
臼
一
九
六

一

な
お
拙
者
『
木
簡
』

p
m
l
m
に
は
肩
水
候
官
令
史
喜
一の
上
書
冊
を
復

原
し
て
ロ

l
ウ
ェ
博
士
の
復
原
と
の
差
異
を
述
べ
て
い
る
。

ま
た
西
嶋
定
生
氏
『
中
園
古
代
帝
園
の
形
成
と
構
造
』
第
二
章
第
二
節

に
は
、
居
延
漢
簡
二
ハ
二
の
上
番
競
を
も
っ
的
の
賜
爵
に
関
連
あ
る
も
の

を
ま
と
め
て
考
究
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
加
害
復
原
の
意
味
を
持
つ
と

言
っ
て
よ
い
。
俵
に
こ
れ
を
賜
爵
冊
書
と
呼
ん
だ
場
合
、
こ
の
賜
爵
冊
書

は
何
の
震
に
作
ら
れ
た
も
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
西
嶋
定
生
氏
の

大
著
に
お
い
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
部
分
で
あ
る
か
ら
、

今
後
木
簡

研
究
上
検
討
を
加
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
た
だ
し、

西
嶋
氏
が

こ
の
作
業
を
さ
れ
た
時
期
は
も
と
よ
り
、
私
が
本
稿
を
執
筆
し
て
い
る
今

日
ま
で
、
居
延
一
九
三

0
・
=
二
年
開
に
つ
い
て
は
各
簡
の
出
土
地
が
明

ら
か
で
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
冊
書
復
原
作
業
に
決
定
的
な
困
難
を
由
問
え
て

い
た
が
、
近
く
中
園
で
刊
行
さ
れ
る
『
居
延
漢
簡
甲
乙
篇
』
下
冊
に
は
、

震
招
嘗
時
の

均
三
宮
図
。『同ヨ

E
ロ
及
び
質
文
弼
氏
の
記
録
に
も
と

e

つ
い

て
出
土
場
所
が
完
全
に
註
記
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
最
大
の
紋
陥
が
除
去
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

的
居
延
一
九
七
三
・
七
四
年
簡
中
の
冊
警
に
つ
い
て
は
、

永
田
英
正
「
新
居
延
渓
闘
中
の
若
干
の
冊
蓄
に
つ
い
て

」

『
富
山
大

間
学
人
文
皐
部
紀
要
』
一
二
一
九
八

0
・
三
刊
を
参
照
さ
れ
た
い
。

の

二
ハ
・
四
館
は
『
居
延
漢
閲
甲
編
』
に
は
な
い
。
労
聡
『
居
延
漠
筒
考

四
伴
緯
文
之
部
』
一
九
四
九
年
版
に
は
六
八
一良
に
あ
り
、
同
『
居
延
漢
肉

図
版
之
部』

で
は
三
O
四
葉
に
あ
る
。
努
林
氏
の
稗
文
で
は
第

一
行
自
の

最
後
の
字
が
「
肩
L

、
第
二
行
目
最
初
の
字
が
「
水
」
と
な
っ
て
い
る
。

『
関
西
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潟
県
を
見
る
と
第
二
行
目
の
最
初
の
字
は
見
え
ず
、
第
一
行
末
を
「
肩
」

と
見
た
の
で
「
水
」
を
補
っ
て
「
屑
水
」
と
讃
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
が
、
第

一
行
末
は
「
扇
」
で
、

従
っ
て

「扇
書
」
と
推
定
す
る
。

同
こ
の
剣
鮮
は
『
文
物
』
一
九
七
八
て

P
9
右
段
に
穣
文
が
あ
る

が
、
文
中
/
が
一
つ
入
っ
て
い
る
の
は
無
意
味
で
、
何
か
混
入
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

例
大
庭
惰
「
愛
書
考
」
『
聖
心
女
子
大
祭
論
議
』
ロ
一
九
五
八

帥
出
土
状
況
は
『
文
物
』

一
九
七
八
|
一
所
牧
の
甘
粛
居
延
考
古
際
簡
冊

整
理
小
組
の

「
。
建
武
三
年
候
粟
君
所
責
冠
恩
事
少
穣
文
」
の
は
じ
め
に

書
い
て
あ
る
。

ω
E
P
F
n
-
m
の
文
で
は
震
の
次
に
殺
の
字
が
あ
る
。

ω
E
P
F
n
-
n
の
文
で
は
三
の
衣
に
日
の
字
が
あ
る
。

M
H

牛
の
字
は
『
文
物
』
緯
文
で
は
特
と
四
押
す
る
が
誤
り
で
あ
る
。

川
開
放
の
字
は
高
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
原
簡
が
書
き
誤
っ
て
い
る
。

同

E
P
F
n
-
m
の
文
で
は
今
の
次
に
年
の
字
が
あ
る
。

帥
街
頭
の
字
は
原
簡
は
消
え
て
い
る
が
、

E
P
F
n
・
幻
に
よ
れ
ば
積
の

{
子
で
あ
る
。

肋
粟
君
の
二
字
は
原
簡
は
繰
返
し
を
意
味
す
る
粘
が
つ
い
て
い
る
が
、

穆

文
で
は
文
字
で
繰
返
し
て
い
る
。

同
約
の
字
は
原
簡
は
消
え
て
い
る
が
、

E
P
F
n
・
7
に
よ
っ
て
補
う
。

帥
絡
の
字
は

E
P
F
2
・
8
で
は
得
と
な
っ
て
い
る
。
原
簡
の
書
き
謀

h
J
。

帥

E
P
F
n
・
お
簡
は
「
穆
文
」
は
第
三
=
一
番
目
に
置
く
。
こ
こ
に
置
く

の
は
私
見
に
よ
り
、
理
由
は
本
文
中
に
述
べ
た
。

帥
紋
字
は
「
懇
文
」
の
補
い
に
よ
る
。

「
穆
文
」
冠
と
す
る
が
、

患
な
る
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
で
あ
ろ

伺
窟
の
字
、

た
円
ノ
。

凶

紋
字
は
「
穣
文
」
の
補
に
よ
る
。

M
W

報
の
字
は
「
緯
文
」
で
「
扱
L

、
即
ち
「
極
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
「
報
」
の
簡
鐙
字
「
披
」
の
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。

帥
食
偉
超
、
前
掲

P
ぉ。

州
開
み
臥
偉
超
、
前
掲

P
M初、

E
P
F
n
-
m
の
摸
本
が
掲
載
さ
れ
て
い

る。

帥
公
文
書
が
前
提
と
な
っ
た

下
達
文
書
を
引
用
す
る
こ
と
、
換
言
す
れ

ば
、
返
信
に
あ
た
っ
て
来
信
の
内
容
に
ふ
れ
る
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
例

は
、
大
庭
僑
「
漢
代
詔
書
の
形
態
に
つ
い
て
」
『
史
泉
』
%
を
参
照
さ

れ
た
い
。

も'

同
行
銭
は
宵
冗
達
氏
の
前
掲
論
文
に
、
「
法
度
に
か
な
っ
た
官
鋳
銭
」
、
す

な
わ
ち
「
市
上
流
通
の
官
鋳
銭
」
の
意
味
で
あ
る
と
す
る
。

倒
食
偉
超
氏
は
前
掲
論
文
P
犯
で
、

E
p
p
m
-
m
ω
の
文
を
、
「
書
到
験

問
治
決
」
と
「
言
前
言
解
廷
」
と
分
け
、
前
者
は
郷
官
が
定
恩
に
針
し
二

度
行
な
っ
た
験
問
、
す
な
わ
ち
文
書
A
B
を
指
し
、
後
者
は

A
B
二
愛
書

を
遜
停
す
る
こ
と
を
指
す
と
解
す
る
。
徐
翠
芳
氏
は
「
書
到
験
問
治
決
」

は
豚
廷
の
指
令
で
、
そ
の
報
告
に
針
し
豚
廷
の
第
二
次
の
指
令
(
「
郵
書

日
」
か
ら
「
更
詳
験
問
治
決
」
ま
で
)
が
あ
っ
た
と
解
す
る
。
私
見
は
大

筋
に
お
い
て
徐
翠
芳
氏
に
賛
成
で
あ
る
。
特
に
、
食
氏
が
「
言
前
言
解
廷
」

と
句
切
を
す
る
の
に
は
従
え
な
い
。
整
理
小
組
が
「
書
到
、
験
問
、
治
決

言
」
と
言
の
字
を
前
文
に
附
け
て
句
切
を
す
る
設
に
賛
成
で
あ
る
。
漢
簡

に
常
用
さ
れ
る
報
告
を
求
め
る
「
書
到
言
」
の
愛
型
で
「
書
到
ら
ば
言

え
」
と
い
う
常
型
に
、
「
書
到
ら
ば
験
問
治
決
し
て
言
え
」
と
、
験
問
治
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決
の
指
令
が
加
わ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

帥
「
廷
却
書
」
は
整
理
小
組
の
稗
文
を
は
じ
め
、
各
論
文
い
ず
れ
も
「
廷

郵
書
」
と
四
押
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
妥
錫
圭
氏
の
「
新
設
現
的
居
延
漢
倒
的

幾
筒
問
題
」
(
『
中
園
史
研
究
』
一
九
七
九
年
四
放
同
年
二
一
月
)
の

三
、
関
子
。
候
粟
君
所
責
冠
恩
事
少
冊
の
篠
の
二
で

「却
書
」
と
制
押
す
べ

き
を
主
張
さ
れ
た
が
、
従
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
整
理
小
組
の
稗
文
で
は

「
恩
僻
不
興
候
書
相
熔
」

の
み
を
グ
黙
で
圏
ん
で
郵
書
の
内
容
と
解
す

る
。
ま
た
食
氏
は
「
府
録
令
明
庭
更
詳
験
問
治
決
」
を
張
披
太
守
府
の
命

令
と
し
、
「
言
詑
験
問
」
を
沓
夫
宮
の
こ
の
時
の
復
聞
と
理
解
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
註
倒
と
同
様
、
「
言
」
の
字
は
前
文
に
つ
き
、
「
治
決
言
」
と

読
む
べ
き
で
、
設
信
人
の
青
宵
ん
は
「
謹
」
よ
り
始
ま
る
こ
と
、
漢
簡
に
例

の
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
治
決
言
」
の
一
一
一
字
を
太
守
府
の
文
と
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
が
、
私
は
こ
の
三
字
が
廷
の
郵
書
の
目
的
で
あ
り
、

命

令
の
内
容
で
あ
る
と
解
す
る
。

な
お
散
偉
超
氏
は
、
鯨
廷
と
都
郷
畠
田
夫
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
居
延
豚

廷
が
都
郷
に
命
じ
て
こ
の
件
を
庭
理
さ
せ
た
の
は
、
都
郷
が
豚
廷
所
在
の

郷
で
あ
り
、
粟
君
と
冠
恩
と
が
多
分
い
ず
れ
も
都
郷
に
家
居
し
て
い
た
の

で
、
こ
の
獄
事
を
此
の
郷
に
下
し
た
」
(
同
氏
前
掲
論
文
P
お
〉
と
い
う

見
解
を
し
め
さ
れ
る
が
、
豚
廷
が
都
郷
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
闘
係
が
な

く
、
粟
君
が
都
郷
に
家
居
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
り
、
も
し
そ

う
で
あ
っ
て
も
関
係
は
な
い
。
た
だ
一
つ
、
震
恩
が
都
郷
に
居
住
し
て
い

た
こ
と
は
確
寅
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
豚
廷
が
都
郷
に
下
し
た
の
で
あ

る。

帥
陳
仲
安
氏
の
「
関
子
《
粟
君
責
意
思
簡》

的
一
庭
師
押
文
」
(
『文
史
』
第

七
輯

一
九
七
九
・
一
二
〉
に
は
「
先
L

か
「
走
」
の
稗
文
に
関
し
て
、

「
先
」
と
讃
む
設
を
主
張
し
、
こ
の
四
簡
に
つ
い
て
も
論
及
し
て
い
る
。

短
篇
で
あ
る
が
論
旨
は
明
解
で
、
参
考
に
な
る
。

ま
た
姿
錫
圭
氏
の
「
新
設
現
的
居
延
漢
簡
的
幾
箇
問
題
」
関
子
。
候
莱

君
所
責
窓
思
事
タ
冊
の
四
に
も
、

「
先
」
と
醐
押
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て

い司令。

伺
側
の
字
は
E
P
F
n
・
剖
で
は
槍
と
な
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て

も
車
の
ど
の
部
分
か
不
明
で
あ
る
。
宵
冗
達
氏
前
掲
論
文
参
照
。

M
W

去
底
は
竹
か
柳
を
編
ん
だ
食
器
。
宵
充
達
氏
前
掲
論
文
参
照
。

制
第
三
置
の
置
は
騨
で
あ
る
。
北
部
は
北
部
候
で
あ
る
。
宵
充
達
氏
前
掲

論
文
参
照
。

伺
愛
書
の
解
緯
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
口
僻
に
か
え
る
書
、
口
述
書
の
意

味
が
遁
蛍
で
あ
る
。
大
庭
前
掲
「
愛
書
考
」
参
照
。

制
大
庭
傭
「
居
延
出
土
の
詔
書
冊
と
詔
書
断
簡
に
つ
い
て
」
『
闘

西
大
皐
東
西
象
術
研
究
所
論
叢
』
臼

一
九
六
一
参
照
。
こ
こ
に
考
査
し

た
元
康
五
年
詔
書
冊
の
第
五

l
八
簡
は
す
べ
て
月
日
よ
り
始
ま
る
が
、
そ

れ
は
第
四
備
に
年
放
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

制
「
漢
代
の
関
所
と
パ
ス
・
ポ
l
ト
」
『
関
西
大
皐
東
西
皐
術
研
究
所

論
叢
』
山
一
九
五
四
参
照
。

伺
徐
翠
芳
前
掲

p
u

M
W

食
偉
超
前
掲

P
HU

帥
甘
粛
博
物
館
の
醇
英
群
氏
に
「
新
獲
居
延
簡
所
見
資
融
」
『
祉
禽
科

間四干』ハ

一
九
七
九
年
創
刊
競
)
と
い
う
論
文
が
あ
り
、
賓
融
関
係
の
簡
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

這
記
一

最
近
の
甘
粛
省
博
物
館
の
欝
英
群
氏
よ
り
の
書
信
に
よ
れ
ば
、

F

幻
か
ら
は
八
八
八
枚
の
衡
が
出
土
し
、
そ
の
う
ち
簡
冊
は
五

O
、
大
部
分
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は
建
武
年
聞
の
簡
で
、
紀
年
の
あ
る
も
の
が
九

O
筒
、
そ
の
う
ち
建
武
の

年
続
の
あ
る
も
の
五
四
簡
で
、
建
武
八
年
以
後
の
簡
は
な
い
。

F
n
の
康

さ
は
六
・
二
四
卒
方
米
で
あ
る
由
で
あ
る
。

這
記
二
本
稿
の
中
で
私
は
、
居
延
一
九
三

0
・
一
一
一
一
出
土
筒
、
居
延
一
九

七
三
・
七
四
出
土
衡
と
い
う
記
述
を
用
い
た
。
こ
れ
は
奮
居
延
漢
筒
、
新

居
延
漢
衡
と
い
う
よ
う
な
表
現
で
も
よ
い
こ
と
な
の
だ
が
、
今
後
更
に
出

土
す
る
可
能
性
を
考
え
る
と
、
今
か
ら
こ
う
い
う
名
問
帽
を
使
っ
て
お
く
方

47 

が
よ
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
近
く
報
告
が
出
る
だ
ろ
う
と
期

待
さ
れ
る
一
九
七
九
年
に
渡
掘
さ
れ
た
敦
煙
渓
衡
に
つ
い
て
も
同
様
の
稽

呼
を
考
え
る
べ
き
で
、
そ
れ
が
漢
簡
研
究
者
の
聞
で
注
意
し
て
共
用
さ
れ

る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
中
園
で
の

設
掘
報
告
、
簡
報
の
段
階
で
十
分
考
慮
さ
れ
る
こ
と
が
も
っ
と
も
良
い
。

ま
た
、
論
文
に
は
、
な
る
べ
く
繁
を
避
け
ず
に
原
簡
番
放
を
記
さ
れ
る
よ

う
に
、
特
に
中
閣
の
簡
臆
研
究
者
に
希
望
す
る
。
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ojEcials, and the same holds true for the regulations in the other, incoh-

erent

　

part.

　

Consequently, both　tｈｅ“Eighteen　Kinds　of　Qin　Laws”

and the “Checks and Controls” are probably books with excerpts from

various laws concerning the administration by local and metropolitan

officials｡

　　

The two works mentioned above are books collected to be applied to

the counties under the jurisdiction of the Ｎａｎ南Commandery in Qin

times, judging from their excavation site and the ｏ伍cial record of the

person buried with them. However, in these tｅχtsare often incorporated

parts about the metropolitan officials who belonged to the Central Gove･

rnment, and the Counties of the Ｎｅｉｓhi内史（a kind of land peculiar

to Qin}, and it is　implausible　that　these　regulations　applied without

any change t０local officials. I think that this point has some relationship

to the way the Qin commanderies were established. In regional comman-

deries laws had to be applied as an ideal standard, and ｌ am inclined to

think that the Governors' right of decision-making was widely acknow-

ledged.

THE WORK “HOU su JUN suo ZE KOU EN SHI

　　　　

候粟君所責寇恩事”FOUND AT JUYAN

－Ａ supplementary study of the court investigation tｅχt一

　　　　　　　　　　　

〇BA Osamu

　　

The number of Han bamboo slips of Juyan 居延found at the exca-

vations in Pochengzi 破城子and two other sites in 1973 and 1974 totals

20,000 items. Their main characteristic is that in many cases it is possible

to reconstruct entire books from these slips. The work “Hou Su iun suo

ze Kou En shi” 候粟君所責寇恩事, which was introduced first contains ａ

court investigation tｅχt（ｙｕａｎｓｈｕ爰書）ｍａｄｅat a litigation during the

Han dynasty, and the case consists of an investigation of the problems

of credit and debt between the accused Kou En, and Hou Su jun from

Jiaqu甲渠.

　

This work contains some ｅχtremely concrete descriptions

from which we can　discern some aspects of the economic life in Hexi

河西during the years of control by Dou Rons 賓融in the beginning of
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the Jianwu 建武period (A. D. 25―56)｡

　　

In referring to three articlespublished in China, this paper presents

my opinion with regard to two theories concerning the arrangement of

this book, and two theories concerning the translation of one character

which is related to the rules given in the text. Combining these two

problems, this study gives my opinion about viewing this book as ａ

whole. It further touches upon the fact that, judging from the pictures

released among the ｅχcavated bamboo slipsin 1973 and 1974 at Juyan,

there ａｔｅbooks with highly distinctivecharacteristics,and slips which

have an association with thoseｅχcavatedin 1930 and 1931. This paper

discusses the significanceof these excavations in the present state.

　

AN INVESTIGATION OF THE LEGAL SYSTEM

　　　　　　

IN THE EARLY YUAN PERIOD

―with emphasis on the relationshipwith the Jin-system―

　　　　　　　　　　　

Uematsu Tadashi

　　

This paper treats the question of the historical background from

which legislation was started during the early Yuan 元period, while

especially concentrating on the relationship with the Jin 金dynasty. Initially

the paper shows that the rules called “Shengzhi tiaohua 聖旨條書”origi-

nated in the regulations Zz‘αりZZ條理of the Jin, and demonstrates that

they were provisional measures authorized by the emperor. Subsequently

the paper introduces through the records of Wang Yun 王憚in his

“Zhongtang shiji 中堂事記”, the details of the process whereby the decrees

were established during the reign of Qubilai (Shizu世組）.　This study

clarifies the importance of the role played by the Yanjing xingsheng 燕

京行省in the legislation of the Yuan period. The ｏ伍cials of the Yanjing

xingsheng (or the Yanjing xingzhongshusheng 燕京行中書省），ｗho were

summoned by Qubilai to Kaiping 開平with Wang Wen-tong 王文統as

the chief o伍cial, drew up drafts of many laws for the unification of

China. They cooperated with the Commissioner of Pacification (エ皿ｎかｓhi

宣撫使）in this effort, amidst a situation of confrontation with the officials

of the Qiansheng 前省(the Yanjing xingshangshusheng 燕京行伺書省
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